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平成 28 年 12 月 15 日 佐事研第 101 号 

                    

会員各位 

  日増しに寒さも厳しくなってまいりましたが、会員の皆様におかれましては、いかがお過ごしでし

ょうか。早いもので今年もあと１か月となりました。忙しい年末を前に体調を崩さぬよう過ごしたい

ものですね。佐事研だより第101号は以下の内容です。 

◆共通テーマ 「佐事研役員紹介」 （佐事研 事務局長 七田 英幸 事務長） 

◆フリーテーマ「もう探さない！校務用ＰＣのデータフォルダ構成統一」（神埼市） 

佐事研発足！ 

 前回の「佐事研だより」は、記念すべき第 100 号となりました。「県事研だより」（当時）第１号は、

設立大会である第 1 回佐事研大会（H９.２.27）の開催を告げる会報として、同年３月 17 日に発行さ

れ、その産声をあげています。また、紙面には、当時の設立の熱気が覚めやらない様子が、鮮明に記

されています。第 100 号発行までは、その後、実に 20年ほど経過していることになります。 

 設立大会当時、私は、主事として多久市の中学校に勤務していました。今でも、松田晃（故人）設

立準備会代表（初代会長）や古川治準備会事務局長（第６代会長）などが中心となり、数年来に及ぶ

準備期間を経て、その努力が見事に結実した設立総会であったと鮮明に記憶しています。 

佐事研役員紹介 

～「佐事研だより」から見える 
佐事研のこれまで、そして未来～ 

佐事研 事務局長 七田 英幸 

（白石町立白石中学校 事務長） 

佐賀県公立小中学校事務研究会 

編集発行人 会長 井手 和久 

唐津市の中学校を振

り出しに、現在 8 校目 

【趣味】アウトドア 

【好きな言葉】 

「意思あるところに、

道は開ける。」 

佐事研だより 
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佐事研は努力の結晶 

県全体の研究会組織を発足させることは、並大抵の努力ではなかったと思います。何事も事を成す

には、それなりの準備と行動力が必要です。当時設立に携わった先輩方は、相当の決意や覚悟、執念

にすら感じる情熱を持って設立に臨まれたと思います。私たち、現在ある会員は、そうした先輩たち

の決意や努力、行動力に敬意を払い、そして、佐事研を継承、発展させていかなければなりません。 

佐事研が果たした役割 

佐事研の歴史を振り返るとき、いくつかのターニングポイントがあ

ったことは、皆さんも周知のとおりです。平成 10 年からの標準的職

務の研究開始、平成 11年からの共同実施の先行研究（旧小城町）、平

成 14年の第１次佐事研ビジョン発表、平成 19年３月の事務改善検討

委員会の設置、平成 20年度の共同実施全県展開、平成 23 年度からの

管理職事務長制の導入（平成 25 年からは統括事務長設置）など、佐

事研はその時々の施策にも大きく関与・研究してきました。 

受け継がれる知見 

 記念すべき第 100 号は、第 39 回研究大会報告号でした。その紙面には、「チーム学校」「事務職員が

グリップする業務を広げる」「学校徴収金システムの普及」「児童手当からの天引き」「改革」「iPad や

ビックデータの活用」「代替可能な職業」「人工知能：AI」などのキーワードが躍りました。 

また、当日の司会を任用一本化後の職員が務めてくれたり、クロストークでは、中堅事務職員が若

者らしい発想や着眼点で大会を大いに盛り上げくれたりと、成功へと導

いてくれました。 

 まさに、設立当時からすると隔世の感がありますが、設立後わずか 20

年後の現在がそうでありますので、今後 10 年、20年後にはどのような世

界が待ち受けているのでしょうか？容易に想像はできませんが、AI はも

っと進展し、もしかしたら日本の財政は危機的な状況になっているかも

しれません。 

さらなる飛躍を！ 

私たちは、世の中の流れに逆らうことはできません。しかし、流され

ることを待ってもいけません。先人たちの労に感謝し、さらに積み上げ

ていくためには、視野を大きく広げ、時代の流れに順応した学校事務を

確立しなければなりません。「学校事務」は大きな転換期を迎えているか

もしれません。皆さんの英知を結集して、揺るぎない「学校事務」を創

出していきましょう。20年後の躍動感ある 200 号を楽しみにしています。 

標準的職務一覧表 ※一部抜粋 

第 39 回研究大会の様子 

佐賀県の羅針盤Ｇ・Ｄ 
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佐賀県の学校事務の歴史に新たな一ページ
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神埼市には、神埼市北部学校運営支援室と神埼市南部学校運営支援室があり、合同で共同実施を行

っています。支援室の業務では、南北の支援室から 1 人ずつ担当者を割り当てるようになっており、

各々最低 1 業務を担当するようにしています。今回は、それらの業務の中から『校務用パソコンのフ

ォルダ構成統一』の取組についてご紹介します。 

《 取組実施までの経緯 》 

現在、事務職員が取り扱う文書や記録等の情報資源は、大きく分けると

紙媒体と電子データの 2 つがあります。紙媒体については、平成 25 年度に

全県下で県費文書ファイリングの統一が実施され、さらに、平成 26 年度に

は、神埼市内での市費文書ファイリングの統一を行いました。 

しかし、電子データについては、明確な分類基準がなく、保存する場所

やその構成についても事務職員ごとに異なっていました。そのため、新採

事務職員や転入事務職員を支援する際、そのフォルダ構成と自分が普段使用しているフォルダ構成が

大幅に違う場合もあり、そのようなときはパソコン内のデータ検索に相当な時間を費やすこともあり

ました。 

ICT の普及が進み、情報資源の形も紙媒体から電子データへ移行していくなかで、「事務職員がどの

学校に行っても同じ環境(フォルダ構成)で仕事ができる」ということは、業務の効率化のためにはとて

も重要なことです。そこで、平成 27 年度から新たな支援室業務として、『校務用パソコンのフォルダ

構成の統一』の研究を実施することになりました。 

《 取組の内容 》 

平成 27 年度に室員に対してアンケートや情報収集を行い、担当者を中心に検討を重ねた結果、フォ

ルダ構成は、データを大きく【県費】と【市費】に分類してそれぞれに大分類を作成し、その中に中

分類を設ける形式としました。分類方法を統一し、データの保存場所を明確にすることでデータの整

理が進み、必要とするデータが探しやすくなったことで、業務の効率化に一定の効果が見られました。 

フォルダ構成の統一化は完了しましたが、どのようなデータをどこに保存するかは事務職員ごとに

異なること、現在の構成にはまだ改良の余地があるように思われたことから、今年度はフォルダ構成

を見直し、再検討して改良を行った上でデータの保存に関するルールを作成し、定着させていくよう

に計画しました。 

そこで、まずは【県費】と【市費】の 2 種類の大分類の見直しを行い、【県費】・【市費】・【学校】・【共

同実施・事務研】の 4 種類へ再編成しました。さらに、【県費】と【市費】だけでは分類できないもの

を保存する場所を作り、より分かりやすい構成に変更を行いました。また、データ保存のルール作成

に関しては、中分類のフォルダには小分類のフォルダを作成し、通知文や提出資料等を管理しやすい

ようにしました。 

各地区財務の取組紹介 

神埼市『校務用パソコンのフォルダ構成統一』 

神埼市立脊振小学校 主事 重森 卓人 
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《 今後の目標 》 

データの保存に関する問題点や要望を洗い出し、より良いフォルダ構成への改良やルールの追加、

変更を行いたいと考えています。特に、ルールに関しては数が少ないため、これから充実させる必要

があると考えています。今後も試行錯誤を繰り返しながら、「事務職員がどの学校に行っても同じ環境

(フォルダ構成)で仕事ができる」ことが実現できるように取組を続けていきたいと思います。 

～編集後記～ 

  佐事研だより第 101 号はいかがだったでしょうか。お忙しい中に、原稿を執筆していただき 

ありがとうございました。 

  「佐事研だより」に関してご意見・ご要望等ございましたら、今後の参考にさせていただき 

ますので、各地区の情報推進部員までお知らせください。 佐事研情報推進部 

【中分類】 

【大分類】 

【小分類】 

共済組合の様式はど

のフォルダにあるの

かな・・・？ 
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